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神戸港を窓口として、新しい文化を受け入れて発展してきた神戸市は、

今年開港140周年を迎えました。先進的な側面をもつと共に、市内には貴

重な文化財が数多く所在し、豊かな歴史を有する街でもあります。

長田神社境内遺跡は、長田区に所在する延喜式の式内社である長田神社

付近に広範囲に確認されている遺跡で、これまでの調査から旧石器時代か

ら近世までの人々の生活の痕が確認されています。

今回の発掘調査は、民間マンション建設に伴うもので、調査の結果、古

墳時代と中世を中心とした遺構、遺物が確認されました。本書が地域の歴

史研究、あるいは文化財の保護、普及啓発の資料として、市民の皆様をは

じめ、多くの方々に広く活用いただければ幸いです。

最後になりましたが、発掘調査ならびに報告書の作成にご協力いただき

ました、事業主である株式会社イー・グルーブをはじめ、関係諸機関に対

し、厚く御ネL申 し上げます。

平成20年 12月

神戸市教育委員会
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1,本書は、神戸市長田区大塚町 4丁 目4,5-2で実施した共同住宅建設に伴う発掘調査の報告書である。
2.現地における調査は、平成20年 1月 9日 から平成20年 2月 15日 の期間で実施し、神戸市教育委員会文化
財課 阿部 功が担当した。
3,遺物整理作業は、平成20年度に神戸市埋蔵文化財センターで実施し、文化財課 黒田恭正、佐伯二郎、
阿部が担当した。遺物写真の撮影は独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所 牛嶋 茂氏の指導
の下、西大寺フォト 杉本和樹氏が行なった。但し、遺物写真のうち、鉄製小皿のX線写真は文化財課
中村大介が撮影した。

4.本書に掲載した位置図は、国土地理院発行の25,000分の 1地形図「神戸首部」、「神戸南部」、神戸市発行
の2,500分の 1地形図、「夢野」、「長田」を使用した。

5.本書に用いた方位 。座標は、平面直角座標系世界測地系で、標高は東京湾中等潮位 (T.P.)で 示した。
6.本書の執筆は、「第 2章 調査の成果」のガラス玉、鉄製小皿については、中村大介の助言の下、阿部が
執筆した。これ以外は阿部が担当し、編集を行なった。出土遺物ならびに図面・写真は、神戸市埋蔵文

化財センターに保管している。

7.発掘調査の実施ならびに本書の刊行に際しては、共同住宅建設の事業主である株式会社イー・グルーブ
に多大なるご協力を頂いた。記して感謝を申し上げます。

8.現地での調査、本書の作成については下記の方々にご教示を頂いた。記して深謝を申し上げます。
土井光一郎 橋詰清孝 (五十音順敬称略)
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第 1章 はじめに

第 1 立早 はじめに

第 1節 長田神社境内遺跡の立地 と歴史的環境
(1)遺跡の立地

長田神社境内遺跡は、神戸市長田区大塚町、長田町、宮川町付近に所在する縄文時代か

ら近世にかけての遺跡である。

大阪湾岸に東西に連なる六甲山系の西部に位置する標高328mの高取山は、長田区北部

にひと際目立つ独立峰的な景観を見せている。市街地にも近いことから毎日登山やハイキ

ングなど市民やハイカーに親しまれている。高取山の東麓と六甲山系から南へ派生した山

塊は苅藻川により侵蝕されて谷を形成し、平野部へと流れ出た苅藻川は長田区南部に扇状

地を形成している。長田神社境内遺跡はこの扇状地の扇頂部付近に立地する。尚、苅藻川

は明治34年 (1901)の湊川流路付替工事により、現在は長田町 1丁 目付近で新湊川と合流

して南流する。付近は古くから住宅地化が進んだ地域である。

長田区長田町には事代主尊を祀る延喜式の式内社である長田神社が所在し、神事の追鉾

式 (県指定重要無形民俗文化財)が広 く知られている。また古神興 (国指定重要文化財)

が伝えられ、境内には弘安 9年 (1286)銘の石燈籠 (県指定重要文化財)が所在する。ま

た、境内のクスノキは市指定天然記念物に指定されている。

長田神社境内遺跡は、長田榊社社殿が大正13年 (1924)に 火災により焼失し、大正15年

(1926)の再建工事に伴い、整地が行なわれた際に発見された遺跡で、土器類が出土した

と伝えられている。
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(2)歴史的環境

旧石器時代

縄文時代

弥生時代

古墳時代

長田袖社境内遺跡が立地する長田区北部は、神戸市内でも濃密に遺跡が分布する地域の

ひとつである。近隣の遺跡から調査地付近の歴史的な概観を見てみたい。

これまでに知られている最古の生活の痕跡は、会下山遺跡
うにおいてサヌカイト製国府

型ナイフ形石器が採集され、長田神社境内遺跡から尖頭器が出土している。

縄文時代については、大手町遺跡で早期の神並上層式と考えられる山形押型文土器片が

出土している
動
。前期の様相は明らかではない。中期には名倉遺跡から土器片が採集され

ているの。楠 。荒田町遺跡
つでは中期に遡るものと考えられる土器片、後期の上坑などの

遺構、遺物が確認されている。晩期後半～弥生時代前期にかけては、遺跡数も増加し、楠・

荒田町、上沢
め
、三番町

°、五呑町
の
、長田神社境内、御蔵

働
、戎町
の
、大手町などの遺跡か

ら土坑、溝などの遺構や、突帯文土器が出土している。

縄文時代晩期末～弥生時代前期には、大開遺跡
l①
で環濠を伴う集落が形成される。近

畿で最古段階の環濠集落として注目された。縄文時代と弥生時代の接点を考える上で重要

な資料となっている。前期後半には二葉町遺跡
lDで
も遺構、遺物が確認されている。前

期末～中期には楠・荒田町遺跡が西摂地域の拠点集落の一つとして位置づけられる。前期

末～中期初頭の貯蔵穴、中期前半の竪穴住居、中期後半の方形周溝墓が検出され、時代の

推移による集落内における貯蔵域、居住域、墓域の変遷が確認されている
の
。また出土土

器は前期～中期における西摂地域の基準資料となっている。戎町遺跡も前期～中期に盛行

する集落遺跡で、前期の竪穴住居や、水田などが確認され、木製鍬未製品も出土している。

また中期の竪穴住居、方形周溝墓群が確認されている
略)。 この他中期中葉の上器が大量に

出土した東山追跡
μ)、 ゴホウラ貝製貝輪40点余が中期後半の壺に納められて出上した河原

遺跡
)`な どが古 くから知られ、大手町遺跡からも遣物が多数検出されている。後期～古

墳時代初頭にかけては数多くの遺跡が確認されており、遺跡数は急増する①楠 。荒田町、

兵庫松本
硲)、 上沢、三呑町、五呑町、長田神社境内、長田南

W)、
御蔵、戎町、若松町

B)、

鷹取町
り
、大手町などの遺跡が挙げられ、兵庫松本、長田神社境内、大手町遺跡などはこ

の時期に盛行を迎え、竪穴住居や掘立柱建物などの濃密な遺構の分布や遺物の出土が確認

されている。大手町遺跡からは龍をモチーフにした絵画土器や、手焙形土器などが出土し

ているか。

古墳時代前期に平野部を望む丘陵上に、夢野丸山古墳 (円墳、径20m)別
)、

会下山二本

松古墳 (前方後円墳、全長55m)2か、得能山古墳 (円墳 )2° が築造される。中期には旧苅藻

川河口付近に念仏山古墳が築かれたとされ、鰭付円筒埴輪が出上しているが、古くに消滅

し詳細は不明である
2つ
。後期には池田古墳群

2の
、大手古墳群

2①

等が挙げられるが、古くか

ら市街地化が進んだ地域であり現存するものは少なく、詳細は不明である。この他、兵庫

区雪御所町から荒田町にかけて横穴式石室を埋葬施設とする古墳群、旧苅藻川河口付近の

海岸に近い低地には雀塚、操塚、大水の子古墳などの後期古墳、兵庫区氷室町付近や長田

区大塚町付近にも古墳群が存在したといわれている
2の
。

古墳時代中期以降の集落は、柵に囲まれた「豪族居館」と考えられる6世紀初めの掘立

柱建物群が検出された松野遺跡
翔 をはじめ、楠 。荒田町、湊川

2の
、三番町、上沢、神楽、

-2-



源平町

「〕゙
離

明神町弾“ぶい〕】鸞へい即荘悌

1.長田神社境内追跡
2.長 田南遺跡
3.五番町遺跡
4.二番町遺跡
5.林山古窯l■
6.名倉遺跡
7.室内遣跡

8.上沢遺跡
9.会下山遺跡
10.河原遺跡
11.東山遺跡
12.兵庫松本追跡
13.楠・荒田町遺跡
14.大開遺跡
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15.兵庫津遺跡
16.御蔵遺跡
17.御船遺跡
18.神楽遺跡
19.水笠追跡
20.大橋町遺跡
21.二葉町追跡

第 1章  はじめに

29.大手町遺跡
A 夢野丸山古墳
B 会下山二本松古墳
C 池田古墳群
D 念仏山古墳
E 得能山古墳
F 大手古墳群

藍
ヶ林薦町

松野遺跡
若松町遺跡
長田野田遺跡
戎町遺跡
大田町遺跡
鷹取町遺跡
権現町遺跡

192 周辺の主な遺跡 (S=1:25,000)
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飛鳥時代～

平安時代

中世以降

大田町などの各遺跡で集落跡が確認されている。

松野遺跡の柵に囲まれた掘立柱建物群は、この地域の神奈美である高取山を望む建物群

と推定され、モニュメントとの見方もある
30。 この建物群の南側からは、中期末～後期前

半の竪穴住居や掘立柱建物群が検出された他、多数の滑石製模造品が出土している。また、

三呑町遺跡からは竪穴住居、土器溜り、大溝などが検出され、大溝からは中期の土師器類

と共に小型傍製鏡が出土した
訊)。 上沢、神楽の両遺跡では中期～後期の竪穴住居や掘立柱

建物が多数検出され、滑石製玉類、韓式系土器が出上している
3か
。

長田区林山町では、神戸市内で確認されている数少ない古墳時代の須恵器窯のひとつで

ある林山古窯址が確認されている
30。
発掘調査が実施されていないため詳細は不明である

が、採集された遺物から6世紀後半に操業した窯であると考えられている。

飛鳥時代～奈良時代には、御蔵遺跡で掘立柱建物など多くの遺構が確認され、奈良三彩

の脚付火舎または盤の脚、土馬や鈴帯などが出土している
30。
室内遺跡

30は
現在の室内

小学校内における瓦類の出土から白鳳期の寺院「房王寺」の推定地と考えられている。平

成 9年度に兵庫県教育委員会により実施された調査では白鳳期の遺物ではないが、芦屋市

芦屋廃寺と同文の奈良時代～平安時代の瓦や塑像の台座が出上しており、寺院の存在が確

実視されている。室内遺跡の南側に位置する上沢遺跡では飛鳥時代の掘立柱建物、輪羽口、

鉄津、銅津、漆容器、奈良時代～平安時代の掘立柱建物群や銅製巡方、銅製絞具、銭貨や、

井戸から銅銃が出土している
30。
大田町遺跡は古代山陽道の駅家のひとつ「須磨駅家」の

可能性が高いことが指摘されている。奈良時代～平安時代の掘立柱建物約30棟、土坑、地

鎮遺構、土器埋納遺構などが確認されており、平成 3年度の兵庫県教育委員会による調査

ではヘラ描文字が施された円面硯が出上した。「荒田郡 中富郷 直□□」と現時点で解読

され、文献には現れない「荒田郡」の存在が判明した
3の
。この他、二葉町遺跡でも奈良時

代の掘立柱建物群が確認されており、公共性の高い性格が指摘されている。古代山陽道が

通過していたと推定されることから、交通の要衝であったであろうこの地域には官行的な

性格が強い遺跡が集中している。

平安時代末期以降、遺跡の数は急増する。この時期には開発が活発に進行したものと考

えられる。楠 。荒田町遺跡の神戸大学付属病院敷地内からは大規模な二重の堀、柱穴内に

礎盤石を据えた櫓と考えられる掘立柱建物が検出されており
381、
補・荒田町遺跡の北側に

位置し、園池遺構が確認された祗園遺跡
3の と共に平氏の「福原京」に関連するものとし

て注目されている。平安時代後半～鎌倉時代にかけては、二葉町遺跡から掘立柱建物群や

井戸、木棺墓などが検出されている。久保町 6丁 目地区では、平安時代後半の鋤溝群を切っ

て平安時代末～鎌倉時代の掘立柱建物群が建てられている状況が確認されたことから、耕

作地から集落域への変遷が確認できるデータとなった。井戸には板材や曲物を使用した

多様な形態が存在するが、複材準構造船の胴部を井戸枠に転用した井戸が確認されてい

る
°)。
また、木棺墓の 1基からは鳥帽子が出土しており、身分の高い人物の埋葬が推定さ

れている。また、律令期以降近世にかけて、瀬戸内海航路の基幹港のひとつとして港湾都

市を形成した兵庫津遺跡では、奈良時代～近世に至る数多くの遺構、遺物が確認され、そ

の様相が次第に明らかになりつつある
狙)。
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(3)長田神社境内遺跡の概要

長田神社境内遺跡は大正15年の長田神社社殿再建工事に伴う発見以後、長らく調査が行

なわれる機会はなかった。昭和60年度と翌昭和61年度に市街地再開発事業に伴い試掘調査

を実施した結果、埋蔵文化財が確認された。この結果を受けて昭和61年度から昭和62年度

にかけて、発掘調査が実施され、縄文時代晩期～近世にかけての遺構、遺物が確認された

(第 1次調査)。 以来、17次にわたる調査が実施されている

縄文時代以前  後世の遺構埋土中からであるが、旧石器時代の尖頭器が第14次調査で出土している。

縄文時代の遺構、遺物は、第 1次調査において晩期以前に遡ると考えられる遺物が出土

している他、晩期後半の土坑が検出され、泳賀里Ⅳ式の深鉢、船橋式期の突帯文土器など

が出土している。この他、第14次調査では異形石器が出土している。

弥生時代    弥生時代前期～中期の状況は明らかではない。後期から遺構、遺物が確認される。第 1、

3、 5、 10、 12、 13次調査で弥生時代後期～古墳時代初頭の竪穴住居、掘立柱建物、溝、

土坑などが検出されている。また苅藻川旧流路と推定される流路も確認されている。第 1

次調査では後期後葉の六角形竪穴住居が検出された。現在の長田神社東側の苅藻川旧流路

に面した緩斜面地上に集落が形成されているものと推定される。第10次調査では竪穴住居

の最終埋土から小型T4~製鏡が出上している。弥生時代後期～古墳時代初頭にかけては、長

田神社境内遺跡における第 1の盛行期といえる。

古墳時代    第 5次調査で前期と後期の竪穴住居が確認されている。第 7次調査において前期の掘立

柱建物、流路、第14次調査で前期の落ち込みが検出され、多量の遺物が出土した。集落域

はほぼ前段階の弥生時代後期～古墳時代初頭と重なる範囲と考えられるが、遺構数は減少

する。第 5次調査で中期、第14次調査において後期の掘立柱建物が検出されている以外は、

第 2、 6次調査などで溝や流路が確認されているのみで、これまで集落の中心域であった

現在の長田神社東側は、中期以降の状況はやや希薄となり、新たに長田袖社北西部に遺構

の分布が認められる。

飛鳥時代～   飛′烏時代の遺構は第14次調査でピットが確認されている。奈良時代については、遺構、

平安時代   遺物の存在は現在までに確認されていない。

平安時代の遺構は、第 1次調査で平安時代後期 (12世紀前半)の木棺直葬墓 1基が検出

されている以外には、これまでに顕著な遺構は確認されておらず、古墳時代中期以降平安

時代に至るまで、遺構、遺物の分布は非常に希薄であると言わざるを得ない。

鎌倉時代以降  鎌倉時代以降、再び遺構、遺物が確認されるようになるが、建物跡などを伴う顕著な集

落域は確認されていない。第 1次調査において鎌倉時代～室町時代の井戸、土坑、礫を伴

う落ち込みが検出され、第 3次調査で鎌倉時代以降の掘立柱建物 1棟、第 5次調査では水

田、第 7次調査で鎌倉時代～室町時代の溝、土坑、礫を伴う落ち込みが検出された。また、

第 8次調査では同時期の井戸、人頭大の石材を伴う落ち込みが検出されているなど、井戸

や、礫、石を伴う土坑、落ち込みの存在が特徴的である。第 7次調査では江戸時代の長田

神社の神官屋敷に関連するものと推定される遺構が確認されている。屋敷地の区画は、前

段階である15世紀後半～16世紀の堀と考えられる、方形区画溝の区画をほぼ踏襲している

点が注目される。
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第 2節 調査 に至 る経緯 と経過

(1)調査に至る経緯

今回の調査地は、神戸市埋蔵文化財地図に記載されている長田神社境内遺跡の範囲内に

所在する。共同住宅建設計画に伴い試掘調査を行なった結果、埋蔵文化財の存在が確認さ

れた。この結果を受けて事業主である株式会社イー・グルーブと協議を行ない、建設工事

により埋蔵文化財が影響を受ける範囲 (約 275ポ)について発掘調査を実施した。

(2)調査組織

平成19～ 20年度

神戸市文化財保護審議会  史跡・考古資料担当

檀上 重光  前神戸女子短期大学教授 (～平成19年 7月 14日 )

工築 善通  大阪府立狭山池博物館長

和田 晴吾  立命館大学文学部教授

教育委員会事務局

教育長         小川 雄三 (平成19年度)・ 橋口 秀志 (平成20年度)

社会教育部長      黒住 章久

教育委員会参事     柏木 一孝

(文化財課長事務取扱)

社会教育部主幹     丸山  潔

(埋蔵文化財指導係長事務取扱)

社会教育部主幹     渡辺 伸行

(埋蔵文化財センター所長事務取扱 )

埋蔵文化財調査係長   千種  浩

文化財課主査      丹治 康明

同        安田  滋

同        山本 雅和 (平成19年度)

事務担当学芸員     阿部 敬生

中谷  工

調査担当学芸員     阿部  功

保存科学担当学芸員   中村 大介

遺物整理担当学芸員   黒田 恭正 (平成20年度)

佐伯 二郎 (平成20年度)

(3)調査の経過

平成20年 1月 9日 より、重機掘削を開始する。重機掘削と並行して遺物包含層の掘削、

遺構面の検出、精査を行なう。調査区の南側には自然河道が存在し、西側半分は谷状に落

ち込むことを確認する。 1月 15日 に事務所の仮設電気引き込み工事完了① l月 17日 に仮設

水道工事完了。重機を小型のバックホーに入れ替え、進入の通路として残していた部分を

掘削開始。並行して河道、谷の落ち込み状況の確認、遣構検出を続行。 1月 21日 から遺構
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掘削を開始する。杭打割付。 1月 22日 平面図実測開始。遺構断面写真撮影、断面図実測も

合わせて開始する。東半部SK06か ら多 くの遺物を検出。祭祀に関連する遺構か。 1月 24

日谷状落ち込み掘削開始。 1月 28日 谷状落ち込みの最下層は 2条の谷となることが判明、

引続き掘下げを続行。 1月 30日 谷 2で中世の遺物が集中して出土。 1月 31日 谷状落ち込み

畔及び谷 1・ 2の畔の断面写真撮影、断面図を実測。畔の取り外しを開始、西半部平面図

実測を開始する。 2月 5日全景写真撮影、谷 1・ 2内遺物出土状況写真撮影。 2月 6日全

景写真撮影を続行、SK06写真撮影、遺物取り上げ。 2月 7日各遺構遺物出土状況写真撮影。

ピット半裁、断面写真撮影、断面図実測を行ない完掘へ。 8日記録作業を継続。 2月 13日

重機を入れ替え、西側から埋戻しを開始する。東壁断面実測。 2月 14日埋戻し作業続行、

仮設電気、水道撤去。 2月 15日機材片付け、搬出。現地における調査を完了する。

fig 4

調査風景 (写真 )

言主

1)喜谷美宣「旧石器・縄文時代」『新修神戸市史』歴史編I 自然・考古 神戸市 1989
2)中谷 工・山本雅和・須藤 宏『大手町遺跡第1～ 4・ 6次発掘調査報告書』神戸市教育委員会 2003
3)直良信夫「神戸市名倉町出土の縄文土器片」『近畿古文化叢考』葦牙書房 1943

4)丸山 潔「楠・荒田町遺跡」F昭和61年度 神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1989
黒田恭正・阿部敬正「楠・荒田町遺跡 第■次調査」F平成4年度 神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1995
5)

6)

7)

8)

9)

10)

11)

阿部敬正編『上沢遺跡発掘調査報告書』神戸市教育委員会 1995

日野博史・水嶋正稔「三番町遺跡 第2次調査」F昭和63年度 神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1994
丸山 潔「五番町遺跡出上の上器」F楠・荒田町遺跡発掘調査報告書』神戸市教育委員会 1980
川上厚志「五番町遺跡 第7次調査」F平成12年度 神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2003 など
山口英正「御蔵遣跡 第3次調査」『平成9年度 神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2000
口野博史。井尻 格「戎町遺跡 (第 6次 )」 F平成 2年度 神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1993
口野博史「戎町遺跡 第14次調査」『平成7年度 神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1998
前田佳久編 F大開遺跡発掘調査報告書』神戸市教育委員会 1993

a川上厚志編『二葉町遺跡発掘調査報告書 第 3・ 5'6・ 7・ 8・ 9・ 12次調査』神戸市教育委員会 2001
b東喜代秀編『二葉町遺跡発掘調査報告書 第14～ 21次調査』神戸市教育委員会 2008
12)丸山 ,累・丹治康明編『楠 。荒田町遺跡発掘調査報告書』神戸市教育委員会 1980

13)藤井太郎編『戎町遺跡第35。 38・ 50・ 56次 。松野遣跡第32・ 33・ 38次発掘調査報告書』神戸市教育委員会 2005

14)小林行雄「神戸市東山遺跡弥生式土器研究」F考古学』4-4 東京考古学会 1933
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15)濱田耕作「貝輪を容れた素焼壷」『人類学雑誌』368合併号 東京人類学会 1933
前掲14)

16)中谷 正編『兵庫松本追跡 第2～ 4・ 12・ 17・ 19次発掘調査報告書』神戸市教育委員会 2005
17)池田 毅「長田南遺跡 第 1次調査JF平成10年度 神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2001
18)口野博史「若松町遺跡 第2次調査」F平成10年度 神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2001
19)大平 茂編『神戸市鷹取町遺跡』兵庫県教育委員会 1991
20)前掲2)

21)梅原末治「神戸市夢野丸山古墳」『兵庫県史蹟名勝天然記念物調査報告毬第二輯 兵庫県 1925
22)吉井太郎他「会下山二本松古墳及び経塚J『兵庫県史蹟名勝天然記念物調査報告』第五増 兵庫県 1923
黒田恭正「会下山二本松古墳」『昭和59年度 神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1987
23)梅原末治「神戸市板宿得能山古墳JF兵庫県史蹟名勝天然記念物調査報告』第二輯 兵庫県 1925
24)喜谷美宣「市街地に消えた古墳―念仏山古墳―」『神戸市立博物館研究紀要』第6号 神戸市立博物館 1989
25)野々内古墳では6世紀後半代の遺物が採集され、観音山古墳は昭和25年 (1950)頃公園造成により消滅したが、工事中に横穴式石室

が現れ、6世紀末菜の遺物が出土している。

森田 稔「長田区観音山古墳の出土遺物JF神戸市立博物館だより』No23 神戸市立博物館 1988
26)横穴式石室を埋葬施設とする古墳 1基が確認されている。前掲2)

27)喜谷美宣「古墳時代」F新修神戸市史』歴史編一 自然・考古 神戸市 1989
28)千種 浩編『松野遺跡発掘調査概要』神戸市教育委員会 1983
29)西岡巧次「湊川遺跡JF昭和61年度 神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1989
30)口野博史「松野遺跡の性格とマツリ」F松野遺跡発掘調査報告書 第3～ 7次調査』神戸市教育委員会 2001
高取山はかつて神撫山と呼ばれていた。

問屋真―「神撫山か高取山か。・・・・・・・・」『神戸市立博物館だより』No35 神戸市立博物館 1991

31)山仲 進編『三番町遺跡 第 1次調査 (1987・ 1988年度)』 妙見山麓遺跡調査会 2006
32)池田 毅・井尻 格「上沢遺跡 第9次調査JF平成 9年度 神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2000な ど
渡辺伸行・西岡誠司「神楽遺跡」『昭和59年度 神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1987
33)稲沢正行・渡辺伸行「神戸市長田区林山窯について」『神戸古代史』3-1 神戸古代史研究会 1986
34)山 田清朝・山上雅弘編『御蔵遺跡―第8。 9。 10次調査―』神戸市教育委員会 2000

安田 滋・富山直人・石島三和編『御蔵遣跡第 4・ 6・ 14・ 32次発掘調査報告書哲神戸市教育委員会 2001
安田 滋・池田 毅・阿部 功・中居さやか『御蔵遺跡第17・ 38次発掘調査報告書』神戸市教育委員会 2001
谷 正俊編『御蔵遺跡V 第26・ 37・ 45・ 51次調査』神戸市教育委員会 2003
富山直人・川上厚志編 F御蔵遺跡第 5。 7・ 11～ 13・ 18～22,24'28・ 29。 31・ 33～ 36・ 39・ 41・ 43次発掘調査報告書』

神戸市教育委員会 2003

35)水回富夫・平田博幸・高瀬一嘉「室内遺跡」『平成 9年度 年報』兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所 1998
36)斎木 巌「上沢追跡 第4次調査」F平成 8年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1999
橋詰清孝・石島三和 。中谷 正「上沢遺跡 第32次 -1・ 2調査JF平成11年度 神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2002
回野博史・関野 豊「上沢遺跡 第33次調査」F平成■年度 神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2002な ど
37)森内秀造編『神戸市須磨区 大田町遺跡発掘調査報告書』兵庫県教育委員会 1993
38)岡 田章―・久保弘幸 。深江英憲『楠・荒田町遺跡―神戸大学付属病院構内遺跡―』兵庫県教育委員会 1997

別府洋二編『楠・荒田町遺跡Ш』兵庫県教育委員会 2008

39)須藤 宏「祗園遺跡 第2次調査」F平成6年度 神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1997
富山直人『祗園遺跡 第5次発掘調査報告書』神戸市教育委員会 2000
40)前掲■)a
41)兵庫津遣跡では、近年考古学、文献史、歴史地理学、絵画研究などの多方面から総合的な研究が進展しつつある。

内藤俊哉「兵庫津遺跡 第15次調査」F平成10年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2001
黒田恭正「兵庫津遺跡 第20次調査」F平成11年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2002
岡田章―・菱田準子・深江英憲編『兵庫津遺跡Ⅱ』兵庫県教育委員会 2004

神戸市立博物館編『特別展 よみがえる兵庫津―港湾都市の命脈をたどる』神戸市立博物館 2004
藤本史子編『兵庫津遺跡―御崎本町地点発掘調査報告書―』大手前大学史学研究所 2006

藤本史子・中井淳史編『兵庫津の総合的研究―兵庫津研究の最新成果―』大手前大学史学研究所 2008

阿部 功編『兵庫津遺跡第42次発掘調査報告書』神戸市教育委員会 2008な ど
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第 2章  調査の成果

第2章 調査の成果
第 1節  基本層序

今回の調査地は、従前建物の基礎掘削などに伴う撹乱の影響は少なく、比較的良好な状

態で土層の状況を確認することができた。尚、調査地は西側に市道長田線を隔てて、平成

8年度に実施された第 6次調査地と近接する。

調査地付近の  調査地の現況は、調査地付近の地形は基本的に北から南へと下がる斜面地である。北半

地形     部は住宅地としての造成に伴い、南半部に比べて lm以上の高度差があり、一段高い状況

であった。試掘調査の結果、北半部に埋蔵文化財の存在は確認されていない。調査地の東

側は、北から南へと派生する丘陵へ向かって高くなっており、この丘陵斜面は住宅地とし

て造成がなされている。調査地西狽Iは現状では、緩やかに北へと上がる緩斜面地となって

いる。調査地付近は古くから市街地化が進行したため、現状では細かな地形観察を行なう

ことは困難なものとなっている。しかし、開発の進行により失われた旧地形は、明治19年

(1886)測量の『仮製地形図』などの観察から、ある程度復元することが可能である。

『仮製地形図』の観察から調査地付近は、六甲山系から流出する苅藻川が形成した開析

谷の中に位置していることが確認できる。調査地付近の地形を概観すると、六甲山系から

派生した一丘陵が、現在の長田区大丸町付近をピークとして、南へと延びている。この丘

陵の東西両斜面には、小さな谷が複数形成されており、この谷を利用したため池が複数造

成されている。丘陵の西側斜面については、標高40m前後以下が水田として利用されてい

る状況が地形図から読み取れる。また、この水田は蛇行する苅藻川の流路に沿って、谷の

両岸に展開している状況が確認できる。調査地は東側の丘陵が苅藻川へと下がる傾斜変換

点付近に立地している。

基本土層    調査地付近は、近代まで水田等の耕作地として利用されていた状況が調査地の土層観察

からも確認でき、盛上の下層には数枚の旧耕土、床土が確認された。尚、調査地南西角で

はこれら旧耕土層は確認されず、盛土の下層は北西から南東へと流れる自然流路による堆

積となっている。調査区南半部の旧耕土層の下層に、古墳時代から中世の遺物包含層であ

る茶褐灰色シルトおよび褐灰色シルトが検出された。しかし調査区北半部では旧耕土層下

に遺物包含層は検出されず、地山層である淡黄褐色シル トが検出されたことから、耕作地

の造成に伴い削平された可能性が考えられる。この淡黄褐色シルトは北へ向かうと共に高

度を増し、斜面となって北側の丘陵部へと続くものと推定される。また、調査区の西半は

谷状地形となって大きく落ち込む状況が確認された。この谷の西側の肩は調査区の西壁沿

いに検出されている。また、この谷の最深部は2条の谷となって深く落ち込んでいる①こ

の谷状地形の埋土中からは古墳時代の遺物が中世の遺物と共に比較的まとまって出土した。

この谷は調査区南西側で、前述した東西方向の自然流路により切られている。自然流路

は断割調査により深度を追跡したが、調査区の西側へと谷状に深く落ち込んでおり、西狽I

の調査区外へと続いていたため最深部を確認することはできなかった。

一方、南半部の東側は、東から西の谷状地形へと向かって緩やかに下がる斜面となって

おり、この範囲からは多数の遺構が検出された。
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第 2章 調査の成果

第 2節 古墳時代の遺構と遺物
今回の調査では主として、古墳時代前期と中世の二時期の遺構が同一面から検出された。

また、調査区の西半部において検出された、谷状地形内からも多くの遺物が出土した。こ

こでは、調査の成果から古墳時代と中世の遺構、遺物と谷状遺構からの出土遺物に分けて

述べていきたい。

古墳時代の遺構については、調査区東半部から土坑 1基、また、谷内のテラスから検出

した上坑 1基の計 2基の上坑と、調査区東半部から落ち込み lヶ 所を検出した。

縄
がが

脚 0
O

SX01

⑥

196 遺構平面図
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SK03 東半部で検出した長径0,73m、 短

径0.58m、 検出面からの深さ0,17m

の上坑で、土師器細片が出土した。

調査区西半部の谷状地形内のテラ

ス状になった部分から検出された土

坑である。長径1.05m、 短径0.78m、

検出面からの深さ0.2mである。

埋土内からは土師器が出上した。

1は鉢で口縁端部をやや外方につ

まみ上げている。 2は奏である。球

形の体部で、強く屈曲する頸部から れg.7 SK03平面・断面図

やや内湾気味に立ち上がる口縁部を持ち、端部はやや上下に肥厚させる。外面はハケメ調

整で、体部内面にはヘラケズリが施される。内面の底部には指頭圧痕が残る。

SK09

17.3m

0         50cm

fu8 SK09平面。断面・立面図・出土遺物

170m

1褐灰色シルト
2灰褐色砂質シルト

―啓

0         50cm
l

1暗褐灰色砂質シルト
2灰褐色砂質シルト

調査区の南東角付近で検出した、不定形な落

ち込み状遺構である。東西幅2.lm～ 2.9m、 南北

4.3m以上で、南側は調査区外へと続 く。検出面

からの深さ0.14mである。土師器が出土している。

3、 4は高郭の脚部である。 4は内面にヘラケ

ズリを施す、 5、 6は鉢の底部と考えられる。

ノ礁3迫∠ 5
爛 6

0    5cm

―

4

亀

Hg,9 SX01出土遺物
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第 3節

SK06

第 2章 調査の成果

中世の遺構 と遺物

中世の遺構は主に、調査区の東半部を中心に検出された。

東半部中央の東壁付近で検出された土坑である。長さ1,34m、 幅0,72mで、検出面から

の深さは0,12mで ある。掘形内から多くの遺物が出土した。

埋土は2層に分かれ、上層は褐灰色シルトで、下層は地山層である淡黄褐色シルトを含

んだ褐灰色シルトである。遺物の出土は上層の掲灰色シルトに限られていることから、掘

形を掘削後、ある程度内部を均して遺物を据えたことが考えられる。

掘形内には0,lm前後の石 2点、および0.2m前後の石 1点が置かれており、遺物はこの

周囲を中心に検出された。出上した遺物は土師器皿が18点以上、須恵器婉 6点、瓦器皿 4

点、瓦器坑 2点である。出上した遺物の皿には口縁を上に向けたものと、下に向けたもの

の二者が存在し、坑は須恵器婉 1点が底部を上に向けていた以外は、口縁部を上にしてい

た。南側の石付近で検出された坑の内、石の西側のものは出土状況から複数 (2点程か)

が重ねられた状況であったものと推定され、破片の分布状況と、接合状況から、それ程高

くない高度から重ねた婉を石の上へ落下して破砕している可能性がある。この点から、底

部を上にした破片は、落下した際に破片が眺ね返った可能性も考えられる。土師器、瓦器

の皿の上に瓦器、須恵器坑片が重なっている状況が確認できることから、皿を並べた後に

婉を破砕したものとみられ、この状況からSK06は 祭祀に関連するものと考えられる。

出土した土師器皿 (丘 g。11-7～24)は大半が小皿で、24のみが大皿である。小皿の口径

は7.8cm～ 9.6cmであるが、口径9,Ocm

前後のものが多い。体部外面に一段

のヨコナデを施し、10、 18～ 20、 22、

23の体部下半から底部には指頭圧痕

が観察できる。

24は 口径13.8cmに 復元され、器高

は3.3clllである。底部からほぼ直線

的に外方へと立ち上がる体部で、口

縁部はやや内湾している。体部外面

下半に指頭圧痕が顕著に認められ

る。体部外面上半から口縁部には一

段のヨコナデを施している。内面と

外面の底部にわずかに煤が付着する。

これ らの上師器皿は体部外面

の一段ナデから平安京出土土器編

年
いにおけるV～Ⅵ期のものに類似

する。

25-301ま 瓦器 で、 25-28が Illl、

29、 30は坑である。

皿は口径が8.2cm～ 8.6cmで ある。 ng.10 SK06平面 。断面・立面図

出土遺物

土師器

173m

173m

Ｅ
Ｏ
隣
ｒ

<垂 訴 絡 く鉤瓦  器
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体部外面下部には、指頭圧痕が顕著に認められる。口縁部下の外面にヨコナデを強く施し、

口縁部はやや外反する。29、 30の娩の回径は共に15.2cmで あるが、30は大きく歪む。断面

三角形の貼り付け高台の底部から、わずかに内湾する体部が立ち上がる。体部外面には指

頭圧痕が顕著に認められ、口縁部下の外面には二段のヨコナデを施す。口縁部はやや外反

し、端部は九く収める。内面には疎らな圏線状のヘラミガキを施し、内面底部には平行線

状の暗文が施される。これらの瓦器は婉の外面口縁部下の強い二段のヨヨナデの特徴から、

和泉型瓦器婉の編年Ⅲ期に比定されるものと考えられる
の
。

31～ 36は須恵器娩である。口径は15.4cm～ 16.3cmで 、回転糸切りの底部から、やや内湾

気味に体部が立ち上がる。日縁端部は丸く収める。内面見込み部の凹みは小さい。34、 35

の外面底部は平高台がわずかに認められる。これらの特徴から、森田 稔氏の編年第Ⅲ期

(12世紀後半)の時期が考えられる°。

これらの出土遺物からSK06は、12世紀後半でも新しい時期が考えられる。

この他、SK01か ら土師器、須恵器、SK08か ら土師器、須恵器、瓦器が出土したが、い

ずれも微細な細片で時期の特定は困難である。わずかに確認できる遺物から、ほぼSK06

と同様の時期であると考えられる。

東半部南半で検出したピットで、直径0.22m、 検出面からの深さは0.33mで ある。

出土遺物のag.12-37の 須恵器塊は破片からの復元である。日径は18.5cmに 復元される。

ほぼ直線的に立ち上がる体部で、口縁端部は丸く収める。38の ガラス玉は、直径4.13mm、

高さ4.8311m、 孔径2.07mll、 重量0,07g～ の淡青色半透明で、約半分を欠損する。内包する

気泡はばらつきがあるが、比較的小径のものが多い。孔断面は真円で、孔内面は平滑だが、

やや凹凸が見られる。これらの特徴から、引き伸ばし法

により作製されたものと考えられる。

37は 12世紀代の須恵器婉 と考えられ、SP73は 中世の

遺構であり、ガラス玉は混入したものと推定される。

70基余のピットを検出したが、いずれも建物等を構成

するものであるかは、特定することはできなかった。一

部のピットから中世の遺物が出土した。

fi9 1 l  SK06出 土遺物

須恵器

土  坑

SP73

郎
fu12 SP73出 土遺物

学 8

ピット

-16-



第 4節

谷状地形

谷 1

出土遺物

土師器

第 2章 調査の成果

谷状地形

調査区の西半部では北から南へと広がる、谷状地形を検出した。この谷の埋土中からは、

比較的まとまった量の遺物が出土した他、谷の最深部内からは祭祀に関連するものと考え

られる、遺物集中地点 2ヶ所が確認された。

谷は東側から緩やかに下がり、検出面から約0.2m前 後の深さでテラス状になった後、

検出面からの深さ1.Om前後の谷 1と 、同じく深さ0.35m～ 0.85mの谷 2の 2つの谷が深く

下がる。西側は緩やかに上がる。南に比べて、北へ向かうに連れて深さを増す。南側は自

然河道により切られている。

谷内の西側に位置する。幅は1.Om前後から最大で2.6mで ある。検出面からの深さは北

狽1で0,46m、 中央部で1.Om、 南側では1.Omである。埋土には中世の遺物に混じり、古墳

時代前期の遺物が比較的まとまって出上した他、古墳時代後期の遺物も出土した。

ng.14-52の 須恵器郭身以外はすべて土師器である。

39～ 42、 46は高郭である。39は郭部で、体部内底面は平坦である。わずかに外反気味に

体部が立ち上がる。口縁部はやや外反し、端部は丸く収める。40は脚柱部で中空である。

内面はヘラケズリ、外面はヘラミガキを施している。41は脚台部で、脚裾部は大きく広がる。

脚柱部と脚裾部との境界は明確である。脚柱部の外面はヘラミガキ、内面は指頭圧痕が確

認できる。脚裾部外面はハケメ調整、内面はヘラミガキを施している。42の郭部は内湾気

味に立ち上がる体部からわずかに屈曲して口縁部へと外反する。口縁端部はややつまみ上

げたような形状である。脚台部は、脚裾部が大きく広がる。全体的に摩減しており、脚柱

部外面にわずかにヘラミガキが認められるのみである。

43は短頸壼である。やや外反する頸部で、日縁端部は上下に肥厚させている。

54～ 56は甕である。54は頚部からほぼ直線的に口縁部が立ち上がる。口縁端部は九く収

める。内外面共にハケメを施す。55は顎部から強いナデにより口縁部が立ち上がる。口縁

部はやや内湾する。口縁端部は内タト面を肥厚させて、口唇部上面にやや丸みをおびた端面

をもたせている。56は球形の体部からほぼ直線的に外方へと延びる口縁部である。頚部と

口縁部外面にはナデが施され、口縁端部はやや外反する。口唇部は面取りを行ない、外面

に端面をもつ。体部タト面はハケメで、肩部に横位のハケメを施している。内面はヘラケズ

リを施し、内面底部には指頭圧痕が残る。

44、 45は小型器台と考えられる。共に内面中空である。

44、 45は上下を共に欠損しており、全体の形状は不明である。441よ 、全体的に摩減を受

けており、調整痕は明らかではない。45の脚台部外面のユビナデの方向および、内面が「く

の字状」に屈曲する部分の下には指頭圧痕が認められることから内面に指頭圧痕が認めら

れない方が上として判断した。

47は体部下部を欠損するが、48と 共に、小型丸底壷に分類されるものである。47は球形

の体部からほぼ直線的に延びる口縁部である。内外面共摩滅を受けており、調整痕を観察

することはできない。48は球形の体部から、内湾気味に回縁部が立ち上がる。体部外面は

摩滅を受けていることから調整痕は明らかではないが、肩部にヨコナデを施している。体

部内面にはわずかに指頭圧痕が認められる。
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170m b

1暗褐灰色砂質シルト
2灰色砂質シルト
3褐灰色シルト
4褐灰色混礫砂質シルト
5淡褐灰色混礫細砂

1.黒褐色砂質シルト
2.褐灰色混礫細砂
3.灰褐色細砂

6.灰褐色混礫砂質シルト
7.暗褐灰色シルト
8.褐灰色砂質シルト
9.灰褐色混礫砂質シルト
10.灰褐色シルト質細砂
4～6 谷 1埋土
7～10谷 2埋土

4.灰褐色極細砂
5灰褐色細砂
6.褐灰色砂質シルト
1～4谷 1埋土・6谷 2埋土ng 13 谷 1・ 2平面・断面図
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谷  2

遺物集中

地点 1
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紀 6
10cm

53は土師器皿で口径8.9cm、 器高1.6cmで ある。体部外面下半には指頭圧痕が認められ、

上半から口縁部にかけて一段のヨコナデを施す。平安京出上の上器編年におけるV期新段

階～Ⅵ期にかけての土師器皿と類似しており、12世紀後葉の時期が考えられる。

52は須恵器郭身で口径 11.Ocm、 器高4.Ocmである。立ち上がりはやや低 く、内傾する。田

辺昭三氏の編年によるTK43～TK209型式に併行するものと考えられる
4)。

これらの出土遺物は52の須恵器邦身、53の上師器皿以外は古墳時代前期の布留式併行

期の遺物であると考えられる。56の布留形奏のわずかに長い球形の体部、肩部にヨコハケ

を施している点から、寺澤 薫氏による編年の布留 2式～ 3式に併行するものと考えられ

る
5)。
また、52の須恵器郭身は6世紀後葉、53の土師器皿が12世紀後葉と考えられること

から、谷 1は平安時代末～鎌倉時代初頭頃には埋没していたことが推定され、古墳時代の

遺物は埋土と共に流入したものと考えられる。

谷 2は、谷 1の東側に位置する。ほぼ南北方向の谷で、途中で南東に向きを変え、再び

南へと蛇行している。幅1.Om～2.4mで、検出面からの深さは北壁沿いで0,71m、 中央部

で0。94m、 南側で0,33mで ある。南側を谷 1に切られる。谷 2では、 2ヶ 所で祭祀に関連

するものと推定される遺物集中地点を検出した。また、埋土中からは中世の遺物と共に古

墳時代後期の遺物が出土した。

北から南へと下がる谷 2が高東に向きを変え、再び南へと向きを変えた地点からやや南

側で遺物が集中して出土した。谷 2の西側寄りに上師器皿 2点、須恵器婉 1点が谷の底よ

り0.5m上 から、すべて口縁部を上に向けた状態で出上した。この状況から谷 2がある程

度埋没した段階で、谷内に遺物を据えたものと推定され、この出土状況から祭祀に関連す

第 2章 調査の成果

53

-19-
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0         10cm

170m

0                1m

lg 15 谷 2遺物集中地点 1平面・断面図・出土遺物

出土遺物

るものと考えられる。

57と 58は土師器小皿、591よ須恵器婉である。

57は 口径8.8cm、 器高1.6cmで ある。体部外面上半から口縁部下に一段のヨコナデを施す。

口縁端部外面に面をもち、口縁端部の断面はやや三角形を呈する。581よ大きく歪む。休部

外面下半に指頭圧痕が確認でき、体部外面上半から口縁部下に一段のヨコナデを施す。

59は須恵器婉で口径16.9cm、 器高4.9cmで ある。回転糸切の底部から、やや内湾した於部

が立ち上がる。底部内面の見込みはごくわずかに凹む。

これらの出土遺物は、土師器皿は平安京出上の上器編年におけるV期～Ⅵ期にかけての

ものに類似し、須恵器塊については12世紀後半頃の時期が考えられる。

谷 2の南端付近の、谷 1と の切 り合い付近からも遺物集中地点が検出された。土師器大

皿 2点、土師器小壷 1点、須恵器婉 1点、白磁皿 1点、鉄製小皿 1点が出上した。遺物は

北西から南東方向に一列に並び、北西側から土師器大皿 1点、その南東側に上師器大皿内

に須恵器婉を口縁部を上にして据えている。少し離れて鉄製小皿の上に白磁皿を底部を上

にして伏せ、その南東には土師器小壼が置かれていた。谷 2の底部から0.05m前後上で出

上している。遺物集中地点 1と 同様に、谷がある程度埋没した段階で遺物を据えたものと

推定され、遺物の出土状況から祭祀に関連するものと考えられる。

60は土師器壷、61は 白磁皿、62、 63は土師器大皿、64は須恵器塊、65は鉄製小皿である。

60の壷は口径4.4cm、 器高4.lcmの小型品で、体部外面にわずかに煤が付着している。

61は 口径 10.4cm、 器高2.7cmで 、底部からやや内湾気味に体部が立ち上がる。平高台の外

面のみ露胎である。口径に対する底径の比率、底部からの体部の立ち上がりなどにやや違

いはあるが、横田賢次郎氏・森田 勉氏の分類による、白磁皿Ⅵ類に分類されるものと思

われる°。

遺物集中

地点 2

出土遺物
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第2章 調査の成果

《 亜 フ 3

170m

10cm

ng 16 谷2遺物集中地点2平面。断面図・出土遺物

62と 63は、共に口径 14.2cm、 器高3.4cmで ある。621まやや内湾気味に立ち上がる体部で、

口縁部は丸く収める。体部外面の上半から口縁部下に二段のヨコナデを施す、63は底部か

らの立ち上がりの角度は急で、回縁部はやや外反する。体部外面下半には指頭圧痕が認め

られ、上半から口縁部下にかけて一段のヨヨナデを施す。内外面共にわずかに煤が付着す

る。平安京出上の上器編年におけるV期新段階～Ⅵ期にかけての上師器大皿に類似する。

64は須恵器婉で、口径15.6cm、 器高5,4cmで ある。回転糸切の底部からやや内湾気味に体

部が立ち上がる。日縁部はやや肥厚し、口縁端部は丸く収めている。底部内面見込みの凹

みはわずかである。12世紀後半頃の時期が考えられる。

鉄製小皿    65は 鉄製の小皿で、口径6.2cm以 上、器高2.Ocmを 測る。器壁の厚さは2.Omm前後である。

形状はやや丸味を帯びた直径約4.5cmの底部より、やや内湾しながら口縁へと立ち上がる。

X線透過画像による観察では、劣化の進行のためにわかに判断し難いが、スの存在が認め

られることから、鋳造品の可能性がある。また器内には、責褐色を呈する鉄サビ状の塊が

入っており、X線透過画像から、サビ塊の上に長軸5.2cm、 厚さ約7.Olnmを測る、鉄板状の

鍛造品が付着することが認められた。また、器外面全体には、最長4.5cmを測る中空繊維

の銹着が認められる。この繊維痕は、草本類が器底面に付着したものであると考えられる。

谷 2出土遺物  谷 2埋土中からも古墳時代の

遺物が出土している。(ag.17)

66は土師器鉢のミニチュア品

と考えられる。口径10.Ocmに 復

元され、口縁部外面下にナデが

施され、体部外面下部に指頭圧

痕が認められる。内面はナデ調

／
合

＼

　

ぬ

瑞斯房飛素

lg 17 谷 2出土遺物
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ng 18 谷出土遺物

谷出土遺物

自然河道    谷の南側を切る自然河道からは

近世の陶磁器と共に、中世の遺物

が出上したことから、近世には埋

没した河道と推定される。

89は瓦器皿、901よ 白磁皿、91は

須恵器坑、92は土師器鍋脚である。

江`3

｀十 婢芳  み4

整である。67は須恵器短顎壺で、日径7.Ocm、 器高8.8cmで ある。田辺昭三氏の編年MT85

～TK43型式に併行するものと考えられる。68は土師器甕で、口径は12.8cmで ある。球形

の体部からやや内湾気味に口縁部が立ち上がる。頚部の外面にはナデを強く施している。

体部外面はハケメで、肩部に横位のハケメが施される。体部内面はヘラケズリで、頚部に

指頭圧痕が認められる。布留式に併行するものである。

谷 1、 2が埋没後、谷全体を埋めた埋土中からも多数の遺物が出上した。(ag.18)

69、 71～ 73、 86、 87は土師器である。74～ 781ま瓦器、70、 79～ 85、 88は須恵器である。

69は土師器小皿で口径8.6cm、 器高1.5cmである。体部から口縁部下に一段のヨコナデを

施す。71、 72は土師器大皿、71は 口径14.2cmに復元され、器高は2.6cmで ある。体部から回

縁部下に一段のヨコナデを施す。72は 口径13.8cmに復元され、器高は2.3cmで ある。体部か

ら口縁部下に二段のヨコナデを施す。

70は須恵器皿で口径8.2cmに復元され、器高は1.8cmである。底部外面は糸切 りである。

74～ 78は瓦器婉で、口径は13.8cm～ 16.8cmに復元される。器高は76で 4.2cm、 77で4.8cmで

ある。すべて和泉型に分類されるもので、体部タト面に指頭圧痕が顕著である。口縁部下外

面にはヨコナデが施され、体部内面には圏線状のヘラミガキが施される。

79～81は須恵器坑で口径は79、 81で 16.8cm、 801よ 15.Ocmで ある。

82、 83は須恵器郭蓋で口径は83が 12.7cm、 器高3.4cmで ある。84、 85は須恵器郭身で、口

径は84で 9,2cmである。共に立ち上がりは小さく、内傾する。

86は土師器羽金で、鍔はわずかに上方に突出する。871ま 土師器の甕である。

~l~789
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第 3章 まとめ

古墳時代の遺構 と遺物

今回の調査では古墳時代の遺物は前期と後期のふたつの時期の遺物が出土した。ここで

は近隣の調査データと比較し、出土遺物の性格について述べたい。

第 1

(1)古墳時代前期の遺物

今回の調査で出土した古墳時代前期の遺物は、調査区東半部SK03、 谷状地形のテラス

状になった部分において検出されたSK09、 調査区南東角で検出された落ち込み状のSX01

及び、谷状地形内から出土した。特に谷 1か らは中世の遺物と共に多 くの遺物が出土して

おり、中世の土地開発などに伴い谷内へ流入したものと考えられる。本調査地の西方に位

置する第 7次調査においても古墳時代前期の掘立柱建物、自然流路が検出され、自然流路

の肩部からは布留式併行期の多量の遺物が出上していることから、西側の高位部に大規模

な集落の存在が推定されている
の
。谷内からの出土遺物もこれに関連する可能性がある。

また、第 7次調査では中期後半段階の滞が検出され、本調査地の西側に近接する第 6次調

査においても、自然河道内から中期後半段階の遺物が比較的集中して出土している
D。 こ

れらから現在の宮川小学校の西側から北西側の丘陵高位部には、前期～中期後半の大規模

な遺構、遺物の分布が推測される。今回検出したSK03、 SK09、 SX01な どは中世期の開発

に削平を逃れたか、或いは深い深度であったため遺存した遺構と考えられ、調査地付近に

も当該期の遺構の分布の拡がりが推察される。

出上した遺物のSK09出土土師器奏 (ag.舒2)や、谷 1出土土師器甕 (ag.14-56)は、布

留型の甕であるが、体部が球形に近い形状から、わずかに長胴化傾向を示していることか

ら、布留式併行期の中でもやや新しい要素を持つものと思われる。また、谷 1か らの出土

遺物には、土師器小型九底壺、高邦の他、小型器台と考えられる器種などが多く含まれて

いる点から、これらの出土遺物が、祭祀に関連するものである可能性も考えられる。

(2)古墳時代後期の遺物 と古墳群 との関連性

長田神社境内遺跡の所在する長田区北部では、丘陵部にかつて複数の古墳群が存在した

ことが知られている。今回出土した古墳時代後期の遺物との関連も含めて、調査地付近に

おける主要な古墳群との関係を見てみたい。

池田古墳群   池田古墳群は、現在の長田区池田経町、池田上町、大谷町付近の高取山南麓の丘陵上に

存在したとされる。その多 くは過去の開発によって消滅したものと考えられ、内容の明ら

かなものはわずかであるが、池田寺町の野々内古墳群から6世紀後半頃の遺物が採集され

ている。また、池田経町に所在した、観音山古墳は昭和25年 (1950)頃、公園造成により

消滅した古墳で、造成に伴う削平の際に横穴式石室が現れたとされる。出土遺物として 6

世紀末葉頃の須恵器杯蓋、郭身、平瓶などが現存している
の
。また、平成12年度に実施さ

れた長田神社境内遺跡第14次調査において、飛鳥時代の遺物が出土し、西恨Iの丘陵部に古

墳の存在が指摘されている力ぎ
°
、調査地の立地から、池田古墳群に含まれるものとも考え

られる。

４即

-23-



大塚群集墳

古墳群との

関連1生

長田区大塚町付近にはかつて数多くの古墳が存在したとされるが、古くから開発が進み、

現存が確認できるものはない。大正時代頃までは一部が残されていたものとみられ、大正

8年 (1919)に 福原潜次郎 (会下山人)氏が、長田神社の北方400m～500mの字大塚 (現

在の長田区大塚町付近)に おいて 2基の古墳を調査した記録11)がある。石彬【内から多数

の須恵器と共に刀剣類が出上したとされる。また、これら2基の古墳の北方には、さらに

もう1基が存在したことが記され、これらの古墳の近隣には「大塚」と呼称される古墳が

削平を受けながらも一部が遺存し、須恵器が散乱していた状況が記録されている。昭和31

年度に刊行された『神戸地方古墳地名表』には大塚群集墳として記載され「大塚群集墳

大塚町三～九丁目 大塚町の辺に巨大なるものありたり、その近くにも二、三ありたれど

今なし、盛俊塚あり、(以下略)」 との記載がある
鬱)。

谷状地形から出上した古墳時代後期の遺物は谷 1に比べて、東側の丘陵側の谷 2に集中

している。谷内からの出土遺物は、谷 1出上の須恵器郭身 (ag.14-52)、 谷出土ig.18-82、

83の須恵器郭蓋、ng。 18-84、 85の郭身が田辺昭三氏の編年によるMT85型式～TK209型 式

にかけての時期に併行するものと考えられ、谷 2出上の須恵器短頚壷ng.17671よ MT85型

式～TK43型式に併行するものと考えられることから、これらの須恵器は6世紀後半頃の

時期が考えられる。 6世紀中頃～ 7世紀前半にかけては、六甲山南麓地域に横穴式石室を

主体とする群集墳が築造される時期であり
0、 6世紀後半の遺物が出土した野々内古墳や、

TK217型式に併行すると考えられる遺物が出土した、観音山古墳を含む池田古墳群もこの

時期に築造されたものと思われる。長田神社境内遺跡では、これまでの調査では6世紀中

頃～ 7世紀前半にかけての遺構は、第 5次調査で後期の竪穴住居、第14次調査で飛鳥時代

とされるピットが確認されている以外は、ほとんど確認されていない。調査地付近からは

これまでに6世紀後半代の遺構は検出されておらず、出土遺物は調査地の東狽1丘陵からの

流入であると考えられることから、第 5次調査における後期の竪穴住居の検出を踏まえて、

東側の丘陵部に集落域を恕定するよりも、集落域は調査地の南側に存在するものと推定さ

れる。これらの点から、谷からの出土遺物は、かつて大塚町一帯に存在したとされる、大

塚群集墳に関連するものである可能性も考えられる。また、調査地北方に位置する長田区

林山町には、 6世紀後半に操業したと考えられる林山古窯址が存在している。これまでに

発掘調査が実施されておらず、詳細は不明であるが、確認されている遺物は、今回の出土

遺物の時期とも重なることから、これら古墳群との関連も含めた検証が必要であるう。

今回出上した遺物は、中世の遺物と共に谷埋土に流入している点や、東狽Iの谷 2に遺物

の集中がみられる点から、調査区東側の丘陵からもたらされたものと考えられる。かつて

大塚町付近の丘陵部に存在した古墳群が平安時代末以降に開墾、若しくは土地の改変が行

なわれた際に、遺物が土砂と共に谷内に流入した可能性もある。その後、土地開発が進行し、

最終的には大正時代の造成により、わずかに残されていた古墳も消滅したものと考えられ

る。市街地化の進んだ現在、地表から古墳の存否を確認することはできないが、古墳の痕

跡や遺物の出土など、今後、近隣地の調査の進展により大塚群集墳に関連する遺構、遺物

が確認される可能性もあると考えられる。
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第 2節  中世 の遺構 と遺物

(1)中世の遺物 と祭祀

今回の調査では、SK06か ら多くの遺物が出上した他、谷 2か ら遺物集中地点 2ヶ 所が

検出された。これらは遺物の出土状況から祭祀に関連するものと考えられる。

土師器皿はag.1662の 大皿体部外面に二段ナデがみられる他は、一段ナデのタイプがほ

ぼ大半を占める。鍬柄俊夫氏は、この段階における西摂地域の手捏ね成形土師器皿は京

都型として、その変化は平安京出土土師器を比較的忠実に模倣している点を指摘してお

り
141、 この点から、これらの土師器皿は、平安京出土土器編年のV期新段階～Ⅵ期古段階

(12世紀後半～13世紀初頭)にかけて、併行する時期が考えられる。

須恵器婉は回転糸切の底部で、平高台はng.11-34、 35にやや名残が見受けられるが、大

半は消失しており、底部内面見込みはわずかに残存するものの凹みは浅い。体部がやや丸

みを残す所から、12世紀後半～末葉頃の時期が考えられる。

瓦器坑はすべて和泉型に分類されるものである“
)。 SK06出土のag.1129、 30は外面の

口縁部下に施されたヨコナデが二段であることや、底部の貼り付け高台がわずかに高さを

保っている点、体部がやや丸みを保つことから、和泉型瓦器塊の編年のⅢ期でも前半 (12

世紀後半～13世紀初頭)に併行するものと考えられる。

これらの特徴から考えると、土師器皿が一段ナデのものが大半を占める点や、SK06か

らの出土遺物ng。 1130の瓦器婉のように、器高が低いやや新しい要素をもつものが見受け

られることから、ほぼ12世紀後半～13世紀初頭にかけての時期が考えられる。

~~77

lm

SK06
谷 2遺物集中地点 2   遺物の縮小はS=■ 8

や 2ヽ

― -15
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丑=ク 28
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谷 2遺物集中地点 1
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ng20 SK06・ 谷 2遺物集中地点遺物出土状況図
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祭 祀     これらの遺構、および出土遺物は、出土状況から祭祀に関連するものである可能性が高
いことは、すでに前章でも述べたが、遺物の出土状況から祭祀を考える場合には、慎重な

検証が必要である。久世康博氏は京都市内における埋納 (祭祀)遺構の分析嗚)か ら「単

に遺物が投棄されたような状態ではなく、意図的に埋められた状態で発見されている遺構」

と指摘しているが、SK06お よび谷 2の 2ヶ所の遺物集中地点は祭祀のあり方の一例とし

て、挙げられるものであろう。

SK06については、出土遺物の状況から小皿を並べた後に、重ねた須恵器婉をそれはど

高くない位置から石の上に落とし、破砕させている状況が確認できる。瓦器婉については

明確ではないが、破片が大きく拡散している状況ではない事から、破砕は行なっていない

可能性がある。

谷 2では、谷の底からある程度埋没した段階で、遺物が据えられている遺物集中地点が

確認された。遺物集中地点 1では須恵器塊 1点、土師器小皿 2点が出上し、遺物集中地点

2では土師器大皿 2点、須恵器坑 1点、合口にした鉄製小皿と白磁皿各 1点、土師器月ヽ壷

1点が一列に出上している。

遺物集中地点 2では、鉄製小皿 (ag。1665)を 用いているが、地鎮に関連するものとし

て、鉄刀を使用した例
め
があり、祭祀において金属器を使用した 1例であろう。鉄製小

皿の外面全体には植物の草本類の銹着がみられることから、器底面に植物の草本類が付着

したものと見られる。土器類の下に、植物の車本類を意図的に敦いたものであるのか、自

然に生えていた植物の上に、土器類を並べたのかは不明であるが、祭祀の形態のあり方を

示すものとして特筆できる。また、谷 2は祭祀場として利用された可能性があり、谷 2に

おける土器集中地点 1,2の遺物の出土状況を検証する場合、遺物を据えた意図を、どち

らの方向から見るかによりその解釈は変わるが、調査区の西側が斜面地として緩やかに上

がり、南西側が自然河道となっている状況から、遺構の分布がみられる緩斜面地である東

側からの意識も考えられる。

(2)長田神社との関係

これまでの長田神社境内遺跡での発掘調査では、平安時代後期～鎌倉時代に至る段階

の遺構、遺物の検出は、長田神社南方の第 1次調査での平安時代の土坑墓、鎌倉時代の井

戸、集石を伴う落ち込みの検出以外は、第 6、 7、 8、 14次調査と長田神社北方に集中す

る傾向が見られる。続く中世後半の段階では第 6。 8次調査で、鎌倉時代後半～室町時代

前半の人頭大の石材を伴う落ち込みや土坑、井戸が検出されており、遺構の一部は祭祀に

伴う可能性があり、長田神社、長福寺との関連性が指摘されている
略)。 このほか第7次調

査では江戸時代中期以降の長田神社の神官屋敷地に関連するものと推定される遺構が検出

され、その区画が15世紀後半～16世紀初頭の方形区画を踏襲していることが確認されてい

る1の が、現在の長田神社境内地およびその近隣地は、第11次調査以外は、未だ本格的な

調査は実施されておらず、その実態は不明な点が多い。しかし、現状では平安時代後期～

室町時代にかけての遺構、遺物の分布状況から祭祀に関連すると考えられる遺構は、長田

神社北東側の宮川小学校付近に集中する点と、かつて苅藻川が宮川と呼称され、調査地東
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側の丘陵が宮山と呼ばれたとされる伝承
2ω
が、存在することなどからも、調査地付近が

長田神社と密接な関係にあった可能性が窺われる。調査地周辺でこれまでに確認されてい

る遺構群と今回検出された祭祀に関連するものと考えられる複数の遺構との関係も、今後

の調査の進展により、その関係はさらに明らかになるものと思われる。

第 3節  お わ りに

今回の調査では、古墳時代と中世の遺構、遺物が検出された。今回出上した古墳時代後

期の遺物は、中世の開発により削平された古墳に関係するものとも推定され、調査地周辺

にかつて存在したとされる、大塚群集墳にも関連する可能性も考えられる。また、中世の

祭祀に関連するものと推定される、複数の遺構や、遺物が出土するなど、その成果には、

大きなものがあった。中世の遺構、遺物については、長田神社周辺における中世の状況や

祭祀のあり方を考察する上で、貴重なデータとなったと言えよう。しかし、長田神社境内

遺跡の全体像には不明な点が多く、その解明には未だ程遠い状況にある。今後の調査の進

展により、解明は進むものと考えられるが、今回の調査成果は、今後、長田神社境内遺跡

全体を考える上で、貴重な資料を提供したと言えよう。

言主

1)平安京出土土器の編年観は下記による。

古代の上器研究会編『古代の土器3 都城の土器集成Ⅲ』古代の上器研究会 1994
2)和泉型瓦器椀の編年観は下記による。

尾上 実・森島康雄・近江俊英「瓦器椀」『概説 中世の土器・陶磁器』真陽社 1995
3)中世須恵器の編年観は下記による。

森田 稔「中世須恵器」『概説 中世の上器・陶磁器』真陽社 1995
4)古墳時代の須恵器編年観は下記による。

田辺昭三『須恵器大成』角川書店 1981

5)古墳時代の上師器編年観は下記による。

寺澤 薫「畿内古式上師器の編年と二・三の問題」F矢部遺跡』奈良県教育委員会 1986
6)横田賢次郎・森田 勉「大宰府出上の輸入中国陶磁器について一型式分類と編年を中心として一」『九州歴史資料館研究論集』 4

九州歴史資料館 1978

7)岡本敏行 ,大道和人・菊池吉修「長田神社境内遺跡 第7次調査」F平成8年度神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 1999
8)第 6次調査では自然河道内から、多量の土師器が須恵器を伴い出上している。

9)

10)

11)

前田佳久・井尻 格「長田神社境内遺跡 第6次調査JF平成 8年度 神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1999

森田 稔「長田区観音山古墳の出土遺物」『神戸市立博物館だより』No 23 神戸市立博物館 1988
須藤 宏「長田神社境内遺跡 第14次調査」『平成12年度 神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2003
福原潜次郎氏の報告では、大正 8年 (1919)8月 25日 に長田村耕地整理に伴い、「長田神社の北方四、五丁の字、大塚の地Jで「南北

に連接して築かれてある」 2基の古墳の調査がされ、この2基の古墳の主体部は石椿【として、「いずれも、その石移卜の造り方が頭部を

広く脚部をせまくして一見船形のようJで「この形の石樗【は、この地方では、いと珍しい構造である。」とされている。

福原源九郎『明治百年記念号 神戸市内町名由来期 (中 )ほか二篇』 (故福原会下山人 郷土史話シリーズNo19)1967

神戸地方古墳調査保存準備の会編『神戸地方古墳地名表―旧武庫・菟原・人部・有馬・美嚢・明石の各郡』 神戸市経済局観光課・

神戸地方古墳調査保存準備の会 1956

13)喜谷美宣「古墳時代」『新修神戸市史 歴史編 I 自然・考古』神戸市 1989
14)鋤柄俊夫「中世食器の地域性 6-畿内周辺」『回立歴史民俗博物館研究報告』第71集 国立歴史民俗博物館 1997
15)橋本久和氏は西摂地域出上の和泉型瓦器椀について、「和泉型はⅢ期を中心にほぼ全域に分布」、「在地で生産されたものと考えられる

が詳しくは判らない。Jと している。

橋本久和「第11章 瓦器椀の分布」F中世土器研究序論』真陽社 1992
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16)久世康博「京都市域における埋納 (祭祀)遺構の集成」F研究紀要J第 5号 財団法人京都市埋蔵文化財研究所 1998
17)本例よりもやや遡る時期の資料であるが、兵庫県内では三田市川除・藤ノ木遺跡のⅣ区SKl12に鉄製刀子を埋納した例 (■世紀後半 )

がある。また、京都府宇治市白川金色院跡の地鎮関連遺構 (SX4101)に も鉄刀が埋納されている例 (12世紀初頭から前半頃)がある。

山田清朝編『川除・藤ノ木遺跡」兵庫県教育委員会 1992

浜中邦弘編『白川金色院跡発掘調査報告書』宇治市教育委員会 2003

18)前掲 8)お よび

前日佳久・阿部敬生・阿部 功「長田神社境内遺跡 第3次調査」F平成 8年度 神戸市埋蔵文化財年報」神戸市教育委員会 1999
19)前掲7)

20)苅藻川は長岡神社のほとりでは「宮川」と呼ばれていたとの伝承がある。

神戸市教育委員会編『神戸の史跡』神戸新聞出版センター 1981

「宮山」の呼称の伝承には、福原潜次郎氏の記述がある。

前掲11)
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郵国章童



図版 1

調査地全景 (南から)

調査地東半部全景 (南東から)
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図版 4

谷 2遺物集中地点 1(北西から)

谷 2遺物集中地点 2(北から)



図版 5
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図版 7
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谷 2遺物集中地点 1出土遺物

谷 2遺物集中地点 2出土鉄製小皿

谷 2遺物集中地点 2出土鉄製小皿 X線透過像

谷 2遺物集中地点 2出土遺物 谷 2遺物集中地点 2出土鉄製小皿



図版 8
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要約

今回の調査では、古墳時代と中世の遺構、遺物が確認された。遺構は調査地の東側に集中し、中世の祭祀

と推定される土坑や、ピットが検出された。西側は谷状地形となっており、古墳時代前期および古墳時代

後期の遺物が、中世の遺物と共に出上 した。古墳時代後期の遺物は、調査地付近にかつて所在 したとされ

る、大塚群集墳に関連するものである可能性も考えられる。谷内には、中世の祭祀と推定される遺物集中

地点が 2ヶ所で検出された。
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